
　市の財政状況は、財政健全化判断比率で
示されます。４つの指標のいずれかが早期
健全化基準を超えた場合などは、財政健全
化計画を立てなければなりません。財政再
生基準を超えた場合は、国の監督下で財政
を立て直すことになります。
　公営企業の経営状況は、資金不足比率で
示され、市の水道、下水道会計ともに資金
不足なしとなっています。

◆財政健全化判断比率（数値が低いと良好）

４つの指標 北広島市 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率(一般会計
などの赤字額の割合) 　赤字なし １２．8０% ２０．００%

連結実質赤字比率(全て
の会計の赤字額の割合) 　赤字なし １７．8０% ３０．００%

実質公債費比率(借金返
済額の割合) 　７．５% 　２５．０% 　３５．０%

将来負担比率(将来の借
金返済予定額の割合) 　9０．７% ３５０．０%
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前年度3７億１,0８２万円
４7億５,2５０万円

人口や税収などに
応じ、国や道から
配分されたお金

前年度7８億３,1４３万円
7９億５,８２０万円

市民の皆さんに納
めてもらった税金

前年度8３億６,5６９万円
8７億５７７万円

市債の返済金

前年度25億３,２１０万円
2４億７,４１８万円

教育にかかったお金

前年度23億６６１万円
2４億３，１７６万円

道路整備や除雪な
どにかかったお金

前年度４3億６，１５６万円
５０億１,３４６万円

福祉・医療などに
かかったお金

前年度1１５億9８０万円
11６億8７４万円

前年度31７億３,５３８万円

市税市税
26％26％市債市債

７％７％

その他その他
1４％1４％

国・道支出金国・道支出金
３０％３０％

地方交付税地方交付税
などなど
2３％2３％

市職員の給料や社
会保険料

前年度3７億５,３８８万円
3８億４,8６8万円

その他その他
2４％2４％ 民生費民生費

3５％3５％

土木費土木費
1５％1５％

職員費職員費
１2％１2％

教育費教育費
　７％　７％

公債費　公債費　
７％７％

令和６年度　一般会計の決算

前年度3２１億７,8３６万円
歳入 3３７億４,２８6万円

歳出 3３３億７,２０７万円

建設事業などのた
めに借りたお金

前年度2９億８,６６0万円
2２億７,１２0万円

各制度に基づき、
国や道から交付さ
れたお金

前年度9２億８,3８２万円
１００億５,５１９万円

前年度７２億７，１４３万円
7９億９,５２５万円
総務費や衛生費など

市民１人当たり１５.５万円

ＪＲ北広島駅西口の活
性化など

　１億９，８１６万円

防災食育センターの建
設工事など

　２１億３，２９８万円

旧島松駅逓所の大規模
改修

　　１億２，１２７万円
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◆市税の収納状況 （９月３０日現在）
区分 予算額 収入済額・率

一
般
会
計

市民税 個人 ２６億４,５６１万円 １２億９,３５7万円 ４９％
法人 ８億１，８４９万円 ５億２，４４２万円 ６４％

固定資産税 ４２億８,９８２万円 ３６億０,8７２万円 ８４％
その他 1３億０,９７１万円 ８億３,8８０万円 6４％

合計 ９０億６，３６３万円 ６２億６，５５１万円 ６９％
特別会計・国
民健康保険税 ８億９,３２９万円 ４億１,２９７万円 4６％

◆予算の収入・支出状況　　 （９月３０日現在）
区分 予算額 収入・支出済額・率

一般会計 収入 3６９億７,８４６万円 13０億８,００２万円 ３５％
支出 1４０億５,１３２万円 ３８％

特
別
会
計

国民健康
保険

収入 6２億８,６４２万円 2５億７,１２６万円 41％
支出 2３億７，８７８万円 38％

霊園 収入 ３，７２３万円 1，６８9万円 ４５％
支出 1，５９３万円 4３％

介護保険 収入 5５億０,１０５万円 2６億４,５９５万円 4８％
支出 2２億１,８７５万円 4０％

後期高齢
者医療

収入 1２億５,8４１万円 5億７，３０３万円 4６％
支出 ４億４,４８８万円 3５％

企
業
会
計

水
道

収益的 収入 １4億７，4０５万円 5億５,9４８万円 38％
支出 １4億３,４９1万円 ４億０，８０８万円 28％

資本的 収入 ５億９,8６９万円 0円 0％
支出 9億３,７７３万円 2億９,０５3万円 ３１％

下
水
道

収益的 収入 23億４,６７５万円 6億２,４５１万円 27％
支出 22億９,６８０万円 3億2,９４0万円 14％

資本的 収入 1３億６,３７７万円 ４,６22万円 ３％
支出 2０億０,４７７万円 3億1,９４１万円 1６％

　市長選挙を控えていたため、当初は義務的な経費
を中心とした骨格予算でした。選挙後の補正予算で
は、全小・中学校へのエアコン整備や公共施設のＬ
ＥＤ化などを実施するための費用を計上しました。

■一般会計の補正額は、６億 ３,８９９万円
◦小・中学校へのエアコン設置にかかる経費
◦子ども医療費助成の拡大にかかる経費
◦クリーンセンターの施設更新にかかる経費　など

■特別会計の補正額は、１億８４１万円
◦国民健康保険…国庫支出金・道支出金の返還金
◦介護保険…補聴器購入費助成にかかる経費　など

令和７年度　予算の執行状況

　特定の経費を一般のものと区別して処理する会計で、
令和６年度は全ての特別会計で赤字はありませんでし
た。国民健康保険と介護保険では、国の交付金などを
精算し、今年度に返還する分を含んでいます。

区分 歳入 歳出 差引
国民健
康保険 6２億５,５７１万円 6２億２,５1８万円 ３，０５３万円

霊園 ３，７９８万円 ３，７９８万円 ０円

介護保険 5３億１,２８２万円 5２億４,3５６万円 6,９２６万円

後期高齢
者医療 1１億９,６６１万円 1１億９,1４４万円 ５1７万円

令和６年度　特別会計の決算

区分 収入 支出 差引

水
道

収益的 １4億７,８２０万円 13億３,３５１万円 １億４,４６９万円
資本的 ６億0，８１２万円 ９億４，8７９万円 －３億４，０６７万円

下
水
道

収益的 22億７，３１４万円 20億７,3３７万円 1億９,９７７万円
資本的 ８億８,８５７万円 １４億８，６０８万円 －5億９,７５１万円

　使用料収入などにより、
独立採算制で運営するため
の会計で、水道事業会計と
下水道事業会計があります。
　資本的収支の差し引き分
は、損益勘定留保資金など
で補てんしました。

収益的収支…事業を運営す
る収支
資本的収支…施設を整備す
るための収支
損益勘定留保資金…減価償
却費など、現金支出せず内
部に留保している資金

令和６年度　企業会計の決算

市民１人当たり　
　約7２.５万円

　令和６年度は、一
般会計で新たに2２億
７，１２０万円を借り入
れました。そのうち
建設事業に関連する
借入額は、前年度よ
り６億 ４，０９０万円少
ない2２億１，５００万円
でした。

市債 40８億２,９６１万円残高

　家計で例えると、住宅ローンなどに当たります。公
共施設を整備するためなどに、市が借り入れる長期の
借入金です。 ◆令和６年度末残高

普通会計 32５億４,3１０万円
一般会計 32４億９,7３６万円
霊園会計 ４,５７４万円

公営企業 8２億８,６５１万円
下水道 6０億９,３１５万円
水道 ２１億９,3３６万円
駐車場 0円

合計 40８億２,９６１万円

　家計で例えると、
預貯金に当たります。
将来予定している大
型事業や安定した財
政運営のために積み
立てています。令和
６年度は財政調整基
金などを取り崩した
一方、目的に合わせ
て各基金に積み立て
を行い、全体として
は増額となりました。

◆令和６年度決算額
　（一般会計・特別会計）

名称 残高
財政調整基金 ２２億４,0６１万円
減債基金 4億８,57０万円
まち・ひと・し
ごと創生基金 ２億４,8６９万円

北海道ボールパ
ーク基金 2億４，５５０万円

その他 1２億９,８０４万円
合計 ４５億１,８５４万円

基金 ４５億１,８５４万円残高
市民１人当たり

約８万円
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